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《

研

究
ノ

ー

ト
》

『

法
学
土

合
』

設
立
の

経
過
と
そ
の

活
動

沼

正

也

一

本
稿
の

意
図

明

治
中
期
に

お

け
る

い

わ

ゆ
る

法

典
論
争
が

東
京
大
学
の

卒
業
生

か

ら

成
る

『

法
学
士

命
』

の

投
じ

た

『

法
典
編
纂
二

関
ス

ル

法

学
土

合
ノ

意

見
』

が

導
火
線
と

な
っ

て

展
開
せ

ら

れ

た
こ

と

は
､

穂
積
陳
重

氏
が

そ
の

(

1
)

跡
づ

け

を

し
て

い

ら
い

､

こ

ん

に

ち
､

ほ

と

ん

ど

定
説
化
し

て

い

る
｡

し

か

し
､

こ

の

『

法
学
土

合
』

が
､

ど
の

よ

う
に

し

て

結
成
せ

ら

れ
､

ど
の

よ

う

な
メ

ン

バ

ー

か

ら

成
り

､

右
の

論
争
の

内
外
に

亙
っ

て

ど
の

よ

ぅ
な

活
動
を

し

た
の

か

と
い

う
と

､

ま

だ
こ

れ

を

総
合
的
に

取
り

上

げ

た

文
献
が

現
わ

れ
て

い

な
い

ば

か

り

か
､

部
分
的
に

も

穂
積
氏
の

右
の

諸

論

稿
に

加
え
る

と
こ

ろ
が

あ

ま

り

に

も

乏

し
い

ま

ま
で

あ

る

と

い

う
の

が

現

状
で

あ

る
｡

本

稿
は

､

い

ま

私
の

手
許
に

あ

る

『

法
学
土

合
』

み

ず
か

ら
に

よ
っ

て

遺
さ

れ

た

そ
の

会
議
記
録
に

よ

り
､

右
の

諸

問
題
点

等
に

つ

い

て

そ
の

概

容
を

細
介
し
て

み

た
い

と

思
う
も
の

で

あ

る
｡

(

1
)

稔
積

陳
重

『

法

典
静
』

三
頁
以

下
､

同

『

法

窓

夜

話
』

三

三

肪

三

頁
以

下
｡

〓

設
立
の

経
過
と

そ
の

目

的

H

『

法
率
土

合
』

設
立
の

こ

と
が

議
せ

ら
れ

た

の

は
､

明

治
一

七

年

一

一

月
一

四

日
の

こ

と

で

あ
っ

た
｡

こ

の

日
に

『
入

官

約
』

が

議
定
せ

ら

れ
､

越
え
て

明
治

一

八

年
二

月
一

〇
日
に

第
一

回
の

法
学
士

会
が

開
催
さ

れ

た

の

で

あ
っ

た
｡

そ
の

目

的
は

､

会
員
の

『

親
睦
』

に

あ

り
､

会
員
た

り

う

る

者
は

『

東
京
大
学
法
学
卒
業
生
』

を

も
っ

て

原
則
と

し

た

が
､

卒

業
生

で

な
い

着
で

も
､

総
会
貝
の

承
認
に

よ
っ

て

会
員
と

な
る

こ

と

が

で

き

る

も
の

と

さ

れ

た
｡

東
京
大
学
の

法
学

卒
業
生

は

す
ぺ

て

当
然
に

会
員
と

な

る

と
い

う
も
の

で

は

な

く
､

会
員
と

な

る

こ

と

を

希
望
す
る

者
に

か

ぎ

ら

れ
､

当

初
は

､

会
開
催
ご

と

に

未
加
入

者
を

会
合
に

招
待
し

会
員
と

な

る

こ

と

を

勧
誘
し
て

メ

ン

バ

ー

を

増
し
て

行
っ

た

の

で

あ

り
､

設
立

十
年

後

の

明
治
二

六

年
一

二

月
末
に

は
､

総
会

員
数
は

当

初
僅
々

二

〇
名
ほ

ど
の

少

数
か

ら

年
々

の

卒
業
生
を

加
え
て

一

一

五

名
に

も

達

す
る

こ

と

と

な

り
､

物
故
会
員
を

加
え
る

な

ら

ば
､

一

二

〇
名
に

な
ん

な
ん

と

す
る

も
の

で

あ
っ

た
｡

白

ま

ず
､

創
立
の

日
の

記
事
と

し

て

会
議
録
に

記
録
さ

れ

て

い

る

と

こ

ろ

を

み

ょ

う
｡

『

明

治
十

七

年
十

一

月

十
四

日

鳩
山

和
夫

菊
池
武
夫

相
見
六

一

郎
元

田

(

マ

マ
)

堅
鈴
木
充
美
山
和

書
之
助

渡
部
安
積
江

木
衷
奥
田

義
人
河

上

謹
一
西
川

銭
次
郎
ノ

十
一

名
九
段
坂
下

ノ

玉

川

堂
二

禽
シ

法
学
土

合
設
立
ノ

事
ヲ

議
ス

一

山

賛
成
乃
チ

本
命
々

約
ヲ

議
定
ス

其

條
項
左
ノ

如
シ

』

α

や
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す
な

わ

ち
､

そ
の

『

合
約
』

と

し

て

定
め

ら

れ

た

と
こ

ろ

は
､

つ

ぎ

の

通
り

で

あ
っ

た
｡

『

法
学
土

合
々

約

一

本
昏
々

貝
ハ

東
京
大
草
法
学
卒
業
生

ト
ス

但

卒
業
前
文
部
省
ヨ

リ

海
外
留
学
ヲ

命
セ

ラ

レ

タ

ル

者
ハ

卒
業
生
卜

見
倣
ス

ヘ

シ

一

法
学
卒
業
生
二

ア

ラ

サ

ル

者
卜

維
見

合
貝
五

人

以

上

ノ

推
撰
ニ

ョ

リ

投
票
二

付
シ

総
合
員
之
ヲ

可
決
ス

ル

片

ハ

之
ヲ

入

魯
セ

シ

ム

ル

ー

ヲ

得

一

本
禽

ハ

法
学
土

合
卜

構
ス

一

本
曾
ノ

目

的
ハ

親
睦
ニ

ア

リ

ト
ス

一

本
禽
ノ

名
督
ヲ

傷
ク

ル

者
ア

ル

片

ハ

合
貝
ノ

多
数
決
ヲ

以

テ

之
ヲ

除
名
ス

ル

｢

ヲ

得

一

本
禽
ノ

役
員
ハ

幹
事
二

名

ト
ス

一

役

貝
ノ

任
期
ハ

大
草
ノ

一

暦
ノ

学
問
ト
ス

一

現
任
幹
事
ハ

後
任
幹
事
ヲ

推
撰
ス

ル

｢

ト
ス

一

本

合
ノ

合
期

ハ

春
秋
ノ

両
度
ト
ス

但
期
日
ハ

幹
事
二

於
テ

適
宜

之

ヲ

定
ム

ル

モ

ノ

ト
ス

一

臨
時
合
ハ

幹
事
ノ

見
込
ヲ

以
テ

之
ヲ

開
ク

｢

ヲ

得

一

合
費
ハ

一

同
三

園

以

下
ト

ス

一

合
費
ハ

在
京
者
二

限
り

出
席
ノ

有
無
二

拘
ラ

ス

之
ヲ

徴
収
ス

但
横

濱
ハ

東
京
部
内
卜

見

倣
ス

(

1
)

一

骨
員
ハ

韓
居
ノ

都
度
幹
事
二

通
知
ス

ヘ

シ

』

こ

の

会
約
に

よ
っ

て
､

こ

の

目

た

だ

ち
に

『

嘗
期
ノ

幹
事
二

名
ヲ

撰
畢

シ

河

上

謹
一

西
川

銭
次
郎
ノ

両
名

官
撰
』

し

た
の

で

あ
っ

た
｡

一

事

(

1
)

こ

の

会

約
は

､

後

述

第
一

回
の

法

学
士

会

開

会
の

口

に

早

く

も

一

部

改
正

を

う

け
た

｡

す

な

わ

ち
､

『

幹
事

西
川

銭

次

郎

不

参

合

員

ヨ

リ

徴

集
ス

ヘ

キ

含
費
三

園
ハ

向

後
五

拾

銭
こ

改

定
ス

ル

ノ

動
議

ヲ

螢
シ

衆
議

之
ヲ

可

決
』

し

た

の

で

あ

り
､

続
い

て

明

治
一

八

年
一

〇

月
一

九

日

の

第
二

回
の

会

合
に

際

し
て

は

『

毎

食
役

員
ヲ

改
選
ス

ル

｢

ニ

決
シ

』

て

い

る
｡

明

治
一

九

年
一

二

月
一

三

日

の

第
四

回

会

合

で

は
､

ま

た

不

参

会

員
の

会

費
の

こ

と

が

蒸
し

返

さ

れ
､

『

合
則

第

十
二

項
ヲ

改
メ

テ
』

､

『

一

在

京

曾
貝
ハ

其

出

席
ノ

有

無
二

拘
ハ

ラ

ス

合
資
ノ

半

額

ヲ

納

付
ス

ヘ

シ

但

横

清

浦

和
ハ

東

京

都

内

卜

見

倣

ス

』

と

な

り
､

こ

の

点

明

治
二

〇

年
四

月

一
六

日

開

会
の

第
五

回

会

合
で

も

幹
事

か

ら

『

本

台
々

約

中

在

京

井

在
横

濱

及

浦

和
ノ

者
ヨ

リ

ハ

食

費

半

額
ヲ

徴

収
ス

ル

ノ

個

保
ハ

貴
行
シ

難

キ
ニ

付

磨

止
セ

ン

｢

ヲ

優

議
シ

タ

レ

先

金

禽

貝
之
ヲ

不

可
ト

シ

筒
ホ

之
ヲ

貴

行
セ

ン

｢

ヲ

決
議
』

し

て

い

て
､

不

参

会

員
の

会

費
の

問
題
は

か

よ

う

に

し

ば

し

ば

論

議
の

対

象
と

な
っ

て

い

る

の

が

め

立
つ

｡

そ

の

後
の

改

正

と

し

て

は
､

明

治
二

四

年
五

月

三

日

の

第
一

三

回

会

合
で

『

牌

束

本

曾
ノ

境
張
ヲ

囲
ル

ニ

ハ

三

名

ヲ

要
ス

ル

｢

ヲ

螢

議
シ

異

議
ナ
』

く
幹

事
一

名

増

員
の

こ

と

に

議

決
さ

れ

て

い

る
｡

白

か

く
て

､

第
一
回

の

法
学
士

会
の

会
合
が

持
た
■

れ
た

の

は
､

翌

明

治
一

八

年
二

月
一

〇
目

上

野
精
養
軒
に

お
い

て

で

あ

り
､

来
会
者
は

､

菊

池
武
夫

･

酉
藤
修

一

郎
･

穂
積
陳
重

･

岡
村
輝
彦

･

藤
田

隆
三

郎
･

畠
山

重

明
･

野
村
珍
吉

･

本
山
正

久
･

元

田

彗
｡

合
川
正

道
･

山
田

喜
之
助

･

岡
山
兼
吉

･

井
原
師

義
･

闘
直
彦

･

江

木

裳
･

奥
田

義
人

･

香

坂

駒

太

7

郎
･

石
渡
敏

一

･

荒
川

義
太

郎
･

北
代
勝

･

河
上

謹
一

･

西
川

路
次
郎
の

出
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二

二

名
で

あ

り
､

幹
事
西
川
か

ら

『

本
曾
剖

空
止

ノ

主
旨
』

が

述
べ

ら
れ

､

『

招
待
』

を

う
け

た

横
尾
新
が

『

本
禽
剖

空
止

ノ

主
旨
ヲ

賛
成
シ

埋

草
士

問

二

於
テ
モ

亦
同

一

ノ

設
立
ア

リ

タ
キ

｢

ヲ

陳

述
』

し
､

幹

事
河

上

か

ら

『

本
含
々

約
二

接
り

五

名
ノ

賛
成
者
ヲ

以
テ

高
橋
健
三

君
ヲ

法
学
土

合
貝

二

推
撰
シ

衆
議
之
ヲ

可
決
』

し

た
の

で

あ
っ

た
｡

明

治
一

八

年
一

〇
月

一

九
目

九

段
坂
上

富
士

見
軒
で

開
会
し

た

第
二

回

の

法
学
士
会
で

は
二

九
名
の

来
会
者
が

あ

り
､

土

方

寧
･

小

村
寿
太

郎
･

三

宅
常
倫

･

小

野
徳
太

郎
･

山
下

雄
太

郎

二
向

橋
一

勝
の

新
顔
が

見
え

､

こ

の

日

『

招
待
シ

タ

ル

諸
客
』

は
､

加
藤
弘
之

･

濱
尾
新

･

高
橋
捨
六

･

荘
清
二

郎
･

馬
場
底
治

･

藤
田

四

郎
･

坪
野
平
太
郎

･

波
谷
憧
爾

･

太
田

保
太
郎
の

九
名
で

あ
っ

た

が
､

『

右
ノ

内

高
橋
捨
六

氏
以

下

六

名
ハ

本

台

ノ

主
旨
ヲ

賛
成
シ

テ

禽
員
ト

ナ
』

っ

た
｡

こ

の

日
の

来
賓
の

大
学
総
理

加

藤
を

始
め

数
人
の

テ

ー

ブ

ル

ス

ピ

ー

チ

が

記
録
さ

れ
て

い

る

が
､

そ

れ

ら

を

通
じ
て

み

る

も
こ

の

会
の

目

的
が

『

親
睦
』

に

あ
っ

た

こ

と

は

ま
こ

と

に

明
ら
か

で

あ

る
｡

こ

の

こ

と

は
､

明
治

一

九
年

一

二

月
一

三

日
の

同
じ

く

富
士

見
軒
で

開
か

れ

た

第
四

回
の

会
合
で

来
賓
渡
遽
洪
基
が

『

本
合
ノ

某
事
業
二

従
事
シ

単
二

宴
席
ノ

事
二

止
マ

ラ

シ

メ

サ

ラ

ン

｢

ヲ

欲
ス

ル

旨

陳
述
』

が

あ

り
､

続
い

て

『

渡
遽
安
積
君

穂
積
陳
重

君
交
相
立

チ

学
士
ノ

学
業
上

ノ

世
益

ヲ

鳥
サ

ン

ー

ヲ

希
望
ス

ル

旨
』

の

発
言
が

あ
っ

た
こ

と
か

ら

も
､

当
初
の

目

的
が

文
字
通
り

に

親
睦
に

あ
っ

た
こ

と

を

う
か

が

わ

し

め

る

も
の

で

あ
っ

た
｡

餌

第
六

回

ま
で

の

会
合
が

､

こ

う
し

て

と

き
に

時
期
は

遅
れ

て

も

春

秋
二

回
に

開
か

れ
て

行
っ

た
｡

そ

の

親
睦
性
に

変
化
は

み

ら

れ

ず
､

『

合

貝
法
学
土

高
橋

一

勝
若

死
ス

本
台
ヨ

リ

生

花
一

封
ヲ

重
刑
二

供
ス

』

だ

と

か
､

『

加

藤
弘
之

渡
蓮
洪
基
濱
尾
新
宮
岡
恒
次
郎
石
井

常

英

高

橋
覚
ノ

六

畑

氏
ヲ

招
待
ス

:

…
:

冨

岡
石
井
高
橋
ノ

三

君
ハ

亦
複
合
貝
タ

ル

｢

ヲ

承
諾
セ

ラ

レ

タ

リ
+

と
い

っ

た

文
字
に

満
た

さ

れ

て

い

る

ば
か

り
で

あ
り

､

各
会

記
事
の

末
尾
に

は
､

『

幹
事

畑

襲
脈

謹
話
+

と
い

っ

た

形
式
張

っ

た

文

字
も

見
え

て

い

る
｡

明

治
法
史
学
に

と
っ

て

看
過
す
べ

か

ら

ざ

る

記
事
が

初
出
す
る

の

は
､

明

治
二

一

年
五

月
一

一

目
の

第
七

回
の

会
合
で

､

こ

の

日

は

向

島
柳
姻
植

字
棲
で

午
後
六

時
半
か

ら

開
婁
さ

れ

た

も

の

で

あ
っ

た
｡

こ

の

と

き
､

会

員
数
は
三

九
名
に

達
し

て

お

り
､

う
ち

出
席
者
は
二

七

名
で

､

そ
の

出

席

メ

ン

バ

ー

は

鳩
山
和
夫

･

穂
積
陳
重

･

大
谷
木
備

一

郎
･

末
延

造
成

二
二

宅
恒

徳
･

元
田

肇
･

加
藤
高
明

･

枚

野
貞

一

郎
･

江

木
衷

･

奥
田

義
人

･

香
坂
駒
太
郎

･

高
橋
健
三

･

高
橋
拾
六

･

坪
野
平
太

郎
･

秋
山
汝

戒
･

馬

場
患
治

･

淡
谷
慎
爾

･

岡
野
敬
次
郎

･

植
村
俊
平

･

戸
水
寛
人

･

宮
岡
恒

次
郎

･

石
井
常
英

･

高
橋
覚

･

伊
藤

悌

治
･

山
田

菩
之

助
･

藤

田

隆
三

(

1
)

郎
･

菊
池
武
夫
で

あ
っ

た
｡

こ

の

日

の

幹
事
は

江

木
衷

･

藤
田

隆
三

郎
の

両

名
で

､

『

冥

央
ニ

シ

テ

幹
事
ヨ

リ

本
年
帝
国
大
学
二

於
テ

卒
業
ス

ヘ

キ

彿
蘭
酉
法
学
士
ハ

此

法
学

(

2
)

士
禽
二

加
入
セ

シ

ム

ヘ

キ

ヤ

香
ヤ

ノ

議
ヲ

出
シ

タ
』

の

で

あ
っ

た

が
､

『

区
々

二

分
レ

一

決
セ

ス

複
合
幹
事
ノ

虞
置
こ

委
任
シ

テ

止
ム

』

こ

と

と

な
り

､

『

大
谷
木
備
一
郎
君

松
野
貞

一

郎
君
ヲ

次
合
ノ

幹
事
二

推

撰
シ

両

氏
共
二

承
諾
セ

ラ

レ

』

た

の

で

あ
っ

た
｡

右
の

件
に

つ

い

て

具
体
的
に

ど

の

よ

う
な

意
見
が

出
た

の

か

は
､

こ

の

会
議
録
は

な
に

も

語
っ

て

く
れ

な

い

｡

賛
成
が

わ

と

反
対
が

わ
の

人

名
も

分
か

ら

な
い

｡

大
谷
木
備

一

郎
､

松
野
貞

一

郎
の

両
『

複
合
』

幹
事
が

ど
の

よ

う
な

『

魔
道
』

を

と
っ

た

か

血

中
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も
こ

の

資
料
は

直
接
的
に

は

な
に

も

伝
え

て

く

れ

て

い

な
い

が
､

そ
の

後

の

会

員
の

う
ち
に

悌
蘭
西
法
学
士

の

名
が

み

え

な
い

よ

う
な

と
こ

ろ
か

ら

し

て

結
論
だ

け
は

容
易
に

推
測
し

え

ら

れ

る
｡

わ

れ

わ

れ

は
､

法
学
士

会
が

､

こ

の

『

彿
蘭
西
法
畢
士
』

を

加
入

せ

し

め

る
べ

き

か

ど

う
か

を

論
議
し

な

け

れ

ば

な

ら

な

か
っ

た

と
い

う
厳
然
た

る

事
実
か

ら

だ

け
で

も

当
時
イ

ギ

リ
ス

法
学
出
身
者
と

フ

ラ
ン

ス

法
学
の

そ

れ

と
の

感
情
的
素
離
の

抜
き
が

た

か

っ

た
こ

と

を

思
い

知
ら
さ

れ

る

の

(

3
)

で

あ

り
､

さ

ら
に

は
､

こ

の

日
つ

い

に

積
極

･

消
極
い

ず
れ
の

結
論
も

出

な

か

っ

た

と
こ

ろ
に

感
情
の

複
雑
さ

の

存
し

て

い

た
こ

と
に

想
到
し

な

け

(

4
)

れ

ば

な

ら

な
い

の

で

あ
る

｡

(

1
)

『

来

合
ナ

キ

禽
貝
』

は

小

村

寿

太

郎
･

岡

村

輝

彦
･

畠

山

重

明
･

櫓

島

六
一

郎
･

山

下

雄
太

郎
･

入

江

鷹
之

助
･

合

川

正

道
･

岡

山
兼

吉
･

片

山

清

太

郎
･

松

岡
郁
之

進
･

中

野

省

吾
･

中

橋
徳
五

郎

で

あ
っ

た
｡

(

2
)

司

法

省
明

法

案
学

校
の

後
身

『

司

法

省
の

学
校
は

､

明

治

十

七

年
に

文

部

省
の

管

轄

と

烏
つ

て
一

時

東

京
法

畢

校

と

科

し

た

が
､

翌

年
に

東
京

大

学
の

法
学
部
に

合

併
さ

れ

て

｢

フ

ラ

ン

ス

+

法

畢

部

と

鳥
』

り

(

穂

積

こ
申
掲
『

法

窓

夜

話
』

三

三

七

頁
)

､

明

治
二

一

年

七

月
に

そ

の

卒

業

生

を

出
す
こ

と

と

な
っ

た

の

で

あ

る
｡

(

3
)

ド

イ

ツ

法

科
が

設

け

ら
れ

た

の

は
､

明

治
一

九

年

に

帝

国

大

学

令
が

発
布
さ

れ

た

そ

の

翌
二

〇

年
の

こ

と
で

あ
っ

た

(

穂
積

･

前

掲

三

三

七

頁
)

｡

(

4
)

こ

の

日

の

記

事
を

明

治
二

一

年
五

月
二

〇
日

発

允
法

学

協

曾

難

詰
五

〇

号
一

五
一

貞
は

､

『

法

学

士

合
の

春

季

例

合
』

と

題

し

て
､

叫

叶

｢

博
士

法

学

士

其

他

帝

国

大

草

出

身
の

諸
氏

に

ハ

去

る

五

月

十
一

日

牛
後

四

時

よ

り

法

学

士

合
本

年
の

春

季

例
合
を

向

島

な
る

植

牛

棋
に

開
か

れ

た

り

雷

目

ハ

前
日

よ

り

引

績
き

蛋
雨

降

り

し

き

り

た
る

も

晩

･

景
と

な

り
て

漸

く

雨

も

止
み

殊
に

櫻

葉
も

青
々

と

繁
れ

る

折

柄
に

て

あ

り

し

か

ハ

晴

天
の

時

塵

竣
に

負
ふ

わ

れ

た

る

櫻

葉
を

見
る

よ

り

も

却
て

其

眺

め

も

よ

く
し

て

皆
々

の

気

分
を

愉
快

な

ら

し

め
た

る

に

や

合
貝
も

是
迄
に

な

き

充

分
の

観
を

重

く
し

て

十

時

頃

散

脅
し
た

り

並

々

の

宴

合
な

れ

ハ

歌

舞
な
と

に

由
て

観
を

悉

く

し

た

り

と

云

ふ

へ

き

な

れ

ど

も

此

合
の

如
き
‥

法

学

者

連

中
の

集

合
な

れ
ハ

何
と

な

く

俗

を

況

し

て

只

櫻

菓
の

繁

れ

る

を

眺
め

な

か

ら

橿

利
義

務

を

語
て

楽
し

み

た

る

な

り

と

謂
ふ
』

と
の

み

記

録
し

て

い

る

(

な

お
､

『

法

畢

協

含
』

の

創
設

顛
末
に

つ

い

て

は
､

穂
積

重

遠
･

『

法

学

部

聴
説
』

(

『

東

京

帝

国

大
草

学

術

大

観
馳

雛
響

所

収
)

三
頁

以

下

参
照

｡

そ

の

創
設
は

『

法

学

士

会
』

設

立
の

前

年
で

あ

る

明

治
一

六

年
の

こ

と

で

あ
り

(

穂
積

･

前

掲
一

二

頁
)

､

明

治
一

七

年
三

月
一

五

日

発

覚

法

学

協

合

発
話

一

号

表

表

紙

裏
『

例

言
』

に

は
､

『

東
京

大

草

法

学

部
ノ

教

授

講
師

学
士

畢
生
々

徒

真

偽

大

草
二

縁

故

ア

ル

法

学

篤

志

ノ

輩

ノ

含
合
』

と

記
し

て

い

る
｡

三

そ
の

活
動

H

第
八

回
の

法
学
士

会
は

､

明

治
二

一

年
の

秋
の

候
に

開
か

れ

た

は

ず
で

あ
る

｡

し
か

る

に
､

こ

の

回
の

記
事
は

ど

う

し
た

わ

け

か

ま
っ

た

く

書
き

遺
さ

れ

て

い

な
い

｡

前
回
の

会
合
で

『

推
撰
』

せ

ら

れ

た

幹
事
大
谷

O
U

木
と

松
野
と
が

第
九
回
の

会
合
を

開
い

て

い

る

と

こ

ろ
か

ら

す
る

と
､

あ

乃
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(

1
)

る

い

は

こ

の

秋
に

は

会
合
が

持
た

れ

な
か

っ

た

の

か

も

知
れ

な
い

｡

こ

う
し

て
､

と
つ

じ
ょ

と

し
て

翌

明
治
二

二

年
の

春
の

第
九

回

法
学
士

会
の

会
合
で

､

か

の

『

法
典
編
纂
二

関
ス

ル

｢

ヲ

議
決
』

せ

ら

れ
て

い

る

の

で

あ

る
｡

し

か

し
､

ま
こ

と
に

遺
憾
な
こ

と

に

は
こ

の

回
の

記
事
は

あ

ま

り

に

も

簡
単
き

わ

ま
る

も

の

で
､

来
会
者
の

氏
名
さ

え

幹
事
名
を

除
き

書
き

遺
さ

れ
て

は
い

な
い

の

で

あ

る
｡

そ
の

全
文
は
つ

ぎ
の

ご

と

く
で

あ

り
､

各
回
の

記
録
中
も
っ

と

も

短
い

も

の

を

な

し

て

い

る
｡

『

明

治
廿
二

年
四

月

松
野
貞

一

郎
大
谷
木
備

一

郎
両
氏
幹
事
ニ

テ
上

野

公
園
精
養
軒
二

春
期
法
学
士

合
ヲ

開
ク

法
典
編
纂
二

関
ス

ル

｢

ヲ

議
決
ス

』

日
の

記
載
も

な
い

が
､

そ
の

日

は

四

月
二

七

日
の

こ

と

で

あ
っ

た

よ

う

(

2
)

で

あ
る

｡

議
決
の

内
容
も

謳
わ

れ

て

い

な
い

が
､

『

法
典
編
芸
に

関
す

る

意
見
書
を

敬
す
る

事
､

及
び

委
員
を

況
し
て

､

同
合
の

意
見
を

内
閣
諸
大

臣
､

及
び

枢
密
院
議
長
等
に

開
陳
す
る

事
の

二

ケ

條
を

議
決
』

し

た

も
の

(

3
)

の

よ

う
で

あ

り
､

こ

の

議
決
に

し

た
が

っ

て
､

叙
上
『

法
典
編
纂
二

関
ス

ル

法
学
士

合
ノ

意
見
』

が

岡

村
輝
彦

･

山
田

害
之
助

･

元
田

聾
等
に

よ

り

(

4
)

起
草
さ

れ
､

同

年
五

月

附
け
で

公

表
さ

れ

た
の

で

あ

る

が
､

起

草
の

経
過

(

5
)

も
､

こ

の

資
料
は

な

に

も

語
っ

て

く
れ

て

い

な

い
｡

法
学
士
会
発
足
に

も

参
画
し

た

増
島
は

明

治
二

〇
年
春
期
会
合
い

ら
い

こ

の

会
に

琉
を

出
し

て

い

な
い

が
､

右
の

意
見
書
が

載
せ

ら

れ

た

法
学
協

会
凍
誌
の

同
じ

号
に

『

予
ハ

頃
日

之
力

意
見
書
ナ

ル

者
ノ

世
二

公
ニ

セ

ラ

レ

タ

ル

ヲ

見
タ

リ

予
ハ

今
戟
テ

共
説
ノ

雷
香
ヲ

論
ス

ル

ヲ

欲
セ

ス

暫
ク

依

テ

以
テ

感
シ

タ

ル

所
ヲ

記
セ

ン

ト

欲
ス

』

と
し

て
､

し
よ

せ

ん
､

こ

れ

に

賛
し

て

い

る

の

で

あ

り
､

法
学
士

会
の

目
的
等
に

触
れ

て

『

共
存
ス

ル

事

中

凡
ソ

五

年
共
闘
毎
年
春
秋
二

合
合
シ

法
律
畢
ノ

進
歩
ヲ

諾
り

法
学
士
ノ

樺

即
J

T
⊥

利
ヲ

増
進
ス

ル

ヲ

勉
メ

タ

リ

ト

云
フ
』

な

ど
と

も
い

っ

て

い

る

の

で

あ

る

(

6
)

が
､

こ

の

会
の

会
約
が

看
板
と

し
て

掲
げ
た

叙
上

『

親
睦
』

は
､

尽
き
る

と
こ

ろ
､

悌
法
派
に

対

す
る

英
法
派
の

勢
力
伸
長
へ

の

対

抗
策
と
い

う
気

持
が

動
い

て

い

た

も
の

で

あ

り
､

同
じ

大
学
出
身
の

フ

ラ

ン

ス

法
卒
業
生

を

会
員
た

る
こ

と

か

ら

閉
め

出
す
方
向
へ

し

ぜ

ん

赴
か

ざ

る

を

え
ざ

ら

し

め
た
こ

と

を

に

ょ

じ
つ

に

物
語
る

も

の

で

あ

る

か

と

思
う

｡

そ

う
し
て

､

東
京
帝
国
大

学
が

悌
蘭
西
法
学
士
を

世
に

送
り

出
す

時
期
を

き
っ

か

け
と

し
て

､

俄
然

､

彿
法
派
と

す
べ

て

を

挙
げ
て

の

対

決
に

追
い

込
ま

れ
て

行

き
､

な

か

ん

ず
く

英
吉
利
法
律
学
校
を

牙
城
と

す
る

急
進
派
と

東
京
帝
国

大
学
の

教
員
た

る

隠
健
派
と

の

い

く

ら
か

の

髄

離
さ

え

派
生

し
､

前
者
の

リ

ー

ド
の

う
え
に

こ

と

は

進
め

ら
れ

て

行
き

､

後
者
は

前
者
に

追
従
を

余

(

7
)

儀
な

く

さ

れ

た

感
な

き

を
え

な

い

の

で

あ

る
｡

さ

て
､

そ
の

第
一

〇
回

の

会
合
は

､

同
年

一

〇
月
二

五

日

午
後
五

時
か

ら

富
士

見
軒
で

持
た

れ
､

山
田

か

ら

『

法
典
編
纂
二

闘
ス

ル

委
員
諸
氏
運

(

8
)

動
ノ

結
果
ヲ

報
告
』

し

て

お

り
､

越
え
て

明

泊
二

三

年
一

一
月
二

二

日
の

上

野
公

園
桜
雲
台
で

の

第
一

二

回

秋

季
法
学
士

会
は

､

法
典
延

期
断
行
白

熱
戦
の

さ

な
か

の

こ

と

と

て

に

わ

か

に

参
会
者
も

多
く
そ

の

年
夏
の

卒
業

生

等
一

挙
に

二
一

名
の

新
入

会

者
を

獲

得
し
た

の

で

あ
っ

た
｡

抜
き
が

た

い

事
大
主

義
を

､

私
は

､

こ

こ

に

み

な

け

れ
ば

な

ら
な
い

の

で

あ

る
｡

同

年
一

二

月
二

二

日

商
法
典
実
施
延
期
に

つ

い

て

帝
国
議
会
で

勝

利
を

収
め

る

や

そ
の

二

八
日

に

は
､

法
学
士
会
始
め
て

の

『

臨
時
法
学
士

含
』

を

前

回

と

同
じ

会
場
で

開
き

､

『

此

度
帝
国
議
禽
二

於
テ

商
法
賓
施
期

限

延

期

二

可
決
セ

シ

ヲ

以

テ

木

曾
ハ

是
力

修
正

善
後
策
ヲ

講
シ

或
ハ

議
禽
二

建
議

中

世



( 6 1 ) 研 究 ノ ー ト

仙

ス

ル

鵠
メ

ニ

令
貝
中
委
員
若
干
ヲ

撰
ヒ

研
究
草
案
等
悉
皆

菅
笠
シ

メ

成

功
ノ

上

二
應

曾
只
ノ

協
賛
ヲ

経
テ

云
々

セ

ン

ト
ノ

嶺
議
ア

リ
シ

ヲ

以
テ

投
票
ヲ

行
ヒ

』
､

穂
積
陳
重

･

山
田

貴
之
助

･

菊
池
武

夫
･

大

谷

木

偏
一

(

9
)

郎
･

末
延

造
成

･

中
橋
徳
五

郎
･

江

木
衷
を

選
出
し

た

が
､

越
え
て

明
治

二

四

年
一

月
一

八

日
に

『

臨
時
法
学
士
合
委
員
合
』

を

同
じ

く

上

野
公

園

桜
雲
台
に

開
催
し

た
｡

『

束
禽
者
ハ

去
ル

十
二

月

廿

八
目

官
撰
ノ

委

員
及

(

1 0
)

合
員
中
ノ

帝
国
議
合
議
員
諸
君
ニ

シ

テ

彼
ノ

商
法
修
正
ノ

烏
メ

本
禽
ニ

ハ

委
員
ヲ

撰
ヒ

タ
レ

ト

撃
一

本
愈
々

貝
ニ

シ

テ

革
貝

ノ

地

位
ニ

ア

ル

モ

ノ

ア

レ

ハ

是
等
諸
君

ノ

意
二

任
シ

木
含
ヨ

リ

ト

シ

テ

別

段
是
非
ス

ル

ヲ

馬
サ
､

ル

｢

ニ

決
』

し

た
の

で

あ
っ

た
｡

こ

の

顛
末
は

同
年
五

月

三

日
の

第

二
二

回

法
学
士

会
席
上

で

幹
事
朝
倉
か

ら

報
告
せ

ら
れ

､

こ

の

目
に

叡
ト
ニ

言

し

た

よ

う
に

幹
事

一

名
を

増
員
す
る

こ

と

に

決

議
せ

ら

れ

た

の

で

あ
っ

た
｡

明
治
二

五

年
は

､

明
治
二

三

年
に

続
き

第
二

回

目
の

法
典
論
争
の

喧
し

い

年
で

あ
っ

た
｡

琴
二

回

帝
国
議
会
召
集
を

目
の

ま

え

に

し
て

の

民

法
実

施
延
期
を

め

ぐ
っ

て

で

あ
っ

た
｡

こ

の

と

き

実
施
延

期
の

急
先
鋒
は

､

法

学
士

会
と
い

っ

て

も

英
吉
利
法
律
学
校
の

後
身

東
京
法
学
院
を

砦
と

す
る

私
学
の

が

わ
に

移
っ

て

官
学
が

わ

を

完

全
に

リ
ー

ド

し

て

し

ま
っ

て

い

た
｡

そ

う
し

た

事
情
に

も

よ

る
の

で

あ

ろ

う
か

､

こ

の

年
に

は

法
学
士

会

の

春
秋
の

会
合
し
+

も
つ

い

に

開
か

れ

ず
じ

ま

い

に

終
わ
っ

た

と

思
わ

れ

る
｡

江

木
真

二
局

橋
健
三

等
一

一

名

連
名
の

か

の

『

法

典

案

施

延
期

意

見
』

が

発
表
さ

れ

法
典
の

猛
攻
が

開
始
さ

れ

た
の

は
こ

の

年
春
の

こ

と

で

あ

り
､

こ

こ

ま
で

く

る
と

こ

れ

ら

東
京
法
学
院
に

拠
る

法
典
延
期
派
に

は

法
学
士

会
な

ど

ど

う
で

も

よ
い

存
在
と

化
し

て

し

ま
っ

た
の

で

あ
っ

た

で

争

叶

あ

ろ

う
｡

官
学
が

わ

は

私
学
が

わ

に

た

く

み

に

利

用

さ

れ

た

観
さ

え

あ

り
､

な
か

ん

ず
く

江

木
は

巧
妙
に

善
良
な

他
の

学
者
た

ち

を

便
疾
し
て

仏

法
派
撃
破
に

手
段
を

速
ば

な
か

っ

た
｡

そ

の

江
木
は

､

後
年
当
時
の

こ

と

を

呑
気
に

こ

う
述

懐
し

て

い

る
｡

『

昔
時
此

冷

衣
も

己

に

濁
逸
の

室
理

容
論
に

迷
濁
し

居
っ

た
の

で
､

巧

に

之
を

利
用
し

講
演
に

､

著
述
に

､

根
本
的
に

俳
汲
の

法
典
を

打
破
せ

ん

と

試
み
た

の

だ
｡

延
期
案
が

衆
議

院
を

通
過
し
た

英
日

は
､

冷
衣
も

多
数
の

運
動
着
と

共
に

萬
歳
の

璧
を

掲
げ

た

と

云

ふ

始

末
で

あ
つ

た

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

1

1

1

1

1

1

1

､

､

､

､

､

､

､

､

､

､

､

が
､

流
石
に

多
年
の

経
験
を

積
み

彿
本

国
の

人

間
界
に

苦
行
せ

ら
る

ゝ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

1

1

1

､

1

1

1

1

､

1

1

､

､

､

､

､

､

､

､

､

法
律
を

模

範
と

し
て

練
熟
し
た

る

老

子
で

作
り

上

げ

ら

れ
た

蕾
民

法
丈

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

1

1

1

､

1

1

1

､

､

､

､

､

､

､

､

､

､

､

に
､

首
尾

一

貫
､

此
の

世
の

中
の

常
道
を

逸
す
る

所
の

な
い

と

云
ふ

一

､

､

､

,

､

､

,

､

､

､

､

､

､

､

(

u
)

鮎
は

現
行
の

法
典
に

勝
る

事

常
々

だ
｡

』

い

ま

だ

仮
説
を

出
る

こ

と

は

で

き

な
い

が
､

法
学
士
会
は

､

い

つ

と

は

な
し

に

英
法
派
の

一

部
暗
躍
者
に

踊
ら
さ

れ

て

気
が
つ

い

た

と

き
に

は

の

っ

ぴ

き

な

ら

ぬ

口

さ

き

だ

け
で

の

軽
薄
な

抗
争
を

せ

ざ

る

を

え

な
い

破
目

に

陥
っ

て

最
後
の

結
着
ま
で

引
く
に

引
け
な

く
な
っ

て

し

ま
っ

て

い

た
｡

そ

う
し
て

､

世
の

大
勢
は

､

断
行

･

延

期
の

二

つ

の

中
心

的
グ
ル

ー

プ

に

対

し
､

し
よ

せ

ん
は

事
大
主
義
的
行
動
に

終

始
し

た

ば
か

り

で

あ
っ

た
｡

こ

の

論
争
は

､

深
刻
な

純
学
問
的
対

立

な
ど

で

は

あ

り

え
よ

う
も
な

か
っ

た
｡

現
行
民

法
が

英
･

傭
∵

独
の

諸
派
の

対

立
や

醇
風
美
俗
論
な

ど
を

越

え
て

い

と

も

安
ら

か

に

生

み

落
と

さ

れ

た
こ

と

の

な

ぞ

も
こ

う
し
た

と
こ

ろ
に

し
っ

か

り

と

根
を

下
し

て

い

る

の

で

は

あ
る

ま
い

か
｡

法
学
士

会
そ

の

も
の

は
､

け
っ

し

て

法
典
論
争
推
進
の

牙
城
と

し
て

終
始
し

た

も
の

で

ィ

⊥

は

な

か

っ

た
こ

と

以

上
の

こ

の

会
の

議
事
記
録
に

よ
っ

て

も

す
で

に

し

て

畑
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明

ら
か

で

あ

ろ

う
｡

(

1
)

明

治
二

二

年
一

〇

月
二

五

日

に

持
た

れ

た

同

年
秋
の

会

合
の

記

事

に

は

『

第

十

同

法

学
士

合
』

と

銘

打
た

れ

て

お

り
､

つ

ぎ

に

述
べ

る

よ

う
に

､

そ
の

前

年
秋

に

も

総

会

が

持
た

れ

て

い

る

の

で
､

そ

の

春
の

総
会
が

持
た

れ

て

い

な

く
て

も

回

数
に

は

勘

定
に

入

れ

ら

れ

て

い

る

こ

と

に

な
る

｡

(

2
)

手

塚

豊
･

『

星

野

通
教

授

者
｢

民

法

典

論

争

史
+

を

讃

み

て

一

明

漁

家

族

制

度
論
学

界

2
』

法

学

研

究
二

三

巷

(

一

二

丁

三

合

併

号
)

八

九

頁
｡

(

3
)

穂

積
･

前

掲
『

法

典
論
』

二
一

頁
｡

な

お
､

穂

積
･

前

掲
『

法

窓

夜

話
』

三

四

〇

頁
｡

そ

の

議

決

は
､

『

全

合
一

致
』

で

あ
っ

た
(

同

上
･

同

頁
)

｡

(

4
)

手

塚
･

前

掲
法

学

研

究
二

三

巷

(

一

二
一

二
二

合

併

号
)

八

九

頁
｡

(

5
)

そ

の

全

文

は
､

明

治
二

二

年
五

月
二

五

日

発

行
の

法

学

協

合

雑

誌
六
二

号
二

二

八

頁

以

下
に

､

法

典

編
纂

に

関

す

る

法

学

土

合

の

≡
息

見
ハ

逐
二

世
二

蜃

衰
セ

ラ

レ

本

誌
モ

之

ヲ

掲

載
ス

ル

ノ

柴
ヲ

得

タ

レ

ハ

之
ヲ

左
二

掲
ク
』

と

し

て

そ

の

全

文

を

載
せ

て

お

り
､

ま

た
､

穂

積
･

前

掲

『

法

典

論
』

二
一

頁

以

下

に

も

登

載
さ

れ

て

い

る
｡

(

9
)

増

島

六
一

郎
･

『

法

撃
士

合

ノ

決

議

ヲ

聞
ク
』

法

学

協

合
難

詰

六
二

号
一

八
三

頁
以

下
｡

(

7
)

た

と

え

ば
､

じ
ゆ

う

ら
い

英

吉

利

籠

律

畢

校
で

担

当
し

､

そ

の

発
行

所

も

同

法

律

孝

枝
内

と

明

記

し
て

あ
っ

た

法

学

協

合
発

議

祀

は
､

明

治
二
一

年
六

月
二

〇

目

出

版
の

同

誌
第
五
一

号

を

か

ぎ

り
､

▼
00

同

年

七

月
二

〇
日

出

版
の

第
五

二

号
上

で

は

右
の

所

在

名

を

印

刷
の

甜
ィ

′
⊥

ぅ

ぇ

墨

抹
さ

れ
､

こ

こ

に

法

華

協

合

雑

誌
社

は
ぺ

つ

に

所

在

場

所
を

独

立

す
る

こ

と

と

な

り
､

英

吉

利

法

律

学
校

は
､

翌

明

治
二

二

年
一

月
三

日

発
覚
の

機

関

誌

『

法

理

精

華
』

第
一

号

を

発

行

す
る

こ

と

と

な
っ

た

の

で

あ
る

｡

こ

の

間
の

事

情
を

同

号

六
一

頁

は
､

法

学

協

曾

『

難

詰
い

是
ま
で

英

吉

利

法

律

学

校
に

於
て

蜂

嘗

し

煎

り
し

が

今

般

同

校
に

於

て

ぃ

断

然

之
を

謝

冠
せ

ら

れ

た

り
』

と

記

載
せ

ら

れ

て

い

る
｡

(

8
)

来
賓
と

し
て

濱
尾

･

加

藤
･

渡
通
お

よ

び

文

部

大

臣
を

招

待
し

て

い

る

が
､

濱
尾
の

は

か

は

『

故

障

断
り
』

と

な
っ

て

い

る
｡

爾

後

数
回
の

会

合

も
､

同

様
の

結

果
に

終

わ
っ

て

い

る
｡

(

9
)

明

治
二

三

年
五

月
一

七

日

第
一

一

回
の

法

畢
土

合
い

ら
い

数

回

の

幹
事

は

元
田

撃
と

朝
倉

外

茂

銭
が

当

た
っ

て

交

代
は

な

か

っ

た
こ

と
に

は

な
に

か

意

味
が

あ

る

の

か

も

知
れ

な

い

｡

(

1 0
)

正

確
に

は

幹
事
朝

倉
外

茂

戴
の

ほ

か
､

こ

の

日

の

来
会

者

は
､

岡

山

兼

吉
･

山
田

菩
之

助
･

中

橋

徳
五

郎
･

末
延

造

成
･

三

崎

亀
之

助
･

大

谷

木

備
一

郎
の

七

名

で

あ
っ

た
｡

(

11
)

ロ

一
冷

衣
全

集

第

四

巻
』

四

一
一

頁
(

傍
点

も

江

木
)

｡

か

れ

は
､

現

行

民

法
が

成
る

に

つ

い

て

も

同

様

攻

撃
し

て

野
人

振

り

を

発

揮
し

て

い

る
｡

『

=

…
杢

理

室

論

は

素
よ

り

不

完
全

な

る

民

法

の

解

繹

に

も

ゑ
ん

だ

の

で
､

冷

衣

も
=

…
･
現
行

民

法

論
の

第
一

篇
を

公
に

し

て

ヤ
ン

カ

ー

世
の

惑
を

解

か

ん

と

し
た

の

だ

が
､

吾
友

少

穂

積

博

士
と

未
だ

識
刑

を

得
ざ

る

大

学

数
授
の

川

名

博
士

が

大

に

之

を

迎
へ

ら
れ

た

と

聞
い

た

外
､

他
の

学

者

連

中
に

は
､

又

も

や

冷

衣
が

民

法
を

動
か

す
の

か

恥

ヤ



( 6 3 ) 研 究 ノ ー ト

と

云

ふ

不

平

も

あ
つ

た

と
云

ふ

こ

と

で
､

第
二

篇

以

下

は

差

接
へ

て

居
る

｡

未
だ

時

勢
の

気

運
が

到

ら
ぬ

と

見

え

る
｡

･

…
』

(

同
上

･

四
一

四

頁
)

｡

現

行

『

民

法
の

出

凍
上

る

と

い

ふ

こ

と

に

裁

て

は

私

は

学

校
に

て

出

版

す
る

法

学

新

報

紙
上

に

於
て

一

懐
か

ら

終

尾

ま
で

皆

可
が

無
い

と
い

ふ

こ

と

を

謂

う
て

十
五

六

僕
ま

で

論

評
を

進

め

た

こ

と
が

あ

り
ま

し

た

が

こ

れ

に

付

き

他
か

ら

交

渉
が

来
て

､

止

め

ま

し

た
こ

と
が

あ

り

ま

す
､

･
…
』

(

同

上
･

八
三

一

頁
)

｡

臼

明

治
二

四

年
中
に

は

二

回

に

亙
っ

て

『

臨
時
法
学
士

合
』

を

開
い

て

い

る
｡

法
典
論

争
に

関
す
る

も
の

で

は

な

か

っ

た
｡

大
津
事
件
に

関
し

て

で

あ
り

､

『

先
般
魯
図
皇
太

子

殿
下
御
遭
難
ノ

際
御
見
舞
ノ

鵠
メ

山

田

法
畢
士
ヲ

汲
遣
シ

タ
ル

コ

ト

ノ

幹
事
及
ヒ

小

数

曾
貝

ノ

濁
断
二

出
テ

タ
ル

ヲ

以

テ

改
メ

テ

之
力

追
認
ヲ

得

琴
ア

同
法
学
士
ノ

偽
メ

ニ

慰
労
ノ

婁
ヲ

開

キ
』

､

か

つ
､

同
学
士

に

旅
費
そ
の

他
の

入

費
金
を

支
弁
し

該

費

用
等
の

基
金
に

充
て

る

た

め

会
員
よ

り

寄
進
を

願
う

案
件
が

議
せ

ら
れ

た

も
の

で

あ
っ

た
｡

出
席
会
員
は
二

五

名
､

児
島
大

審
院
長
や

堤
大
審
院
判
事
も

招

待
し

て

の

会
合
で

あ
っ

た

が
､

『

院
長
ハ

出
張
判
事
ハ

病
気
ニ

テ

何
レ

モ

出
席
』

が

な

か

っ

た
｡

同
年
九
月

一

九

日
の

『

臨
時
法
学
士

曾
』

は

帝

国
ホ

テ
ル

で

開
か

れ
､

出
席
会
員
は

二

七

名
､

な
に

が

取
り

上

げ

ら
れ

た

か

議
事
録
に

記
載
を

欠

く

が
､

『

露
園
皇
太

子

御
見
舞
改

造

貝
旋
費
集
金
』

の

こ

と

が

謳
わ

れ

て

い

る

の

で
､

前
回
の

引
き

続
き

で

あ
っ

た

と

思
わ
れ

､

こ

れ

ら
の

記

事
は

法

学
士

会
の

あ

ま
り

有
効
と

は

思
わ

れ

な
い

政
治
的
集
会
化
へ

の
一

路
変
貌

を

に

ょ

じ
つ

に

物
語
る

も

の

で

あ
っ

た

と

し

な

け
れ

ば
な

ら

な

い
｡

明

治
二

五

年
に

は
一

回

も

法
学
士

会
が

持
た

れ

な
か

っ

た

こ

と

は
､

す

一

升

で

に
一

言
し

た
｡

明

治
二

六

年
に

は
一

二

月
に

な
っ

て

そ
の

秋
季
の

遅
き

に

す
ぎ

た

法
学
士

会
が

一

〇
日

午
後
五

時
半
か

ら

帝
国
ホ

テ
ル

で

開
か

れ

た
｡

『

幹
事
代
岸
清

一

ハ

本
合
開

合
ノ

中
絶
シ

タ

ル

理

由
ヲ

述
べ

』

(

他
の

箇

所
に

も
､

『

爾

来

種
々

ノ

事

故
ノ

鳥
メ

木

曾
ノ

開

合
ヲ

ナ

サ
､

リ

シ

』

と
の

み

あ
る

｡

)

『

今
回
帝
国
軍
艦
千

島
親
衝
突
訴
訟
事
件
ハ

大
二

世
問
ノ

(

マ

マ

)

物
議
ヲ

招
キ

タ
ル

モ

世
人
ノ

論
ス

ル

所
多
ク

ハ

事
賓
ノ

眞
想
ヲ

誤
り

法
理

ノ

正

鵠
ヲ

失
ス

ル

ヲ

以

テ

此

際
奮
テ

之
力

学
街
上
ノ

研
究
ヲ

ナ
ス

ハ

本

合

ノ

責
任
ナ

ル

ヘ

シ

ト
ノ

議
論
合
貝
中
二

行
ハ

レ

終
二

組
曾
ヲ

閲
テ

之
ヲ

諮

ル

事
ト
』

な
っ

た
の

が

『

開
合
ノ

趣
旨
』

で

あ

る

旨
が

説
明
さ

れ
､

『

結
局

本
問
題
ハ

重

要
ノ

問
題
二

付

調
査
委
員
五

名
ヲ

選
ヒ

之
二

議
事
件
二

閑
シ

本
台
ノ

研
究
ヲ

ナ

ス

ヘ

キ

鮎
ヲ

定
メ

及
ヒ

其
各
鮎
二

付

調
査

報
告
ヲ

ナ

ス

ノ

件
ヲ

附
托
ス

ル

｢

ト

ナ
シ

菊
池
武
夫
土

方

寧
穂
積
陳
重

櫓
島
六

一

郎
奥

田

義
人
ノ

五

氏
ヲ

調
査

委
貝
二

選
定
シ

委
員
ノ

調
査

結
了
二

従
ヒ

衣
食
ノ

臨
時

合
二

於
テ

其
調
査
ノ

結
果
ヲ

報
告
ス

ヘ

キ

事
二

決
セ

』

ら

れ

た
の

で

あ
っ

た
｡

こ

の

日

の

座
長
に

は

大

学
総
長
濱
尾
が

そ

の

労
を

と

り
､

出

席

者
は

一

九

名
で

あ
っ

た
｡

法
学
士

会
の

志
向

は
こ

う
し
て

し

だ

い

に

国
難

的
事
件
の

調

査

研
究
な
い

し

行
動
に

向
け

ら

れ

て

行
っ

た

も
の

の

法
典
論

争
に

匹
敵
す
る

ほ

ど
の

外
見
的
は

な
ば

な

し

さ

を

示

し

え

な
か

っ

た

し
､

江

木
衷
の

よ

う
な

野
人

的
実
行
力
を

伴
っ

た

論
客
は

と

か

く

出
席
せ

ざ

る

に

い

た

り
､

つ

ぎ

に

到
来
し

た

目

清
戦
争
は

法
学
士

会
の

こ

う
し
た

性
格

変
貌
に

と
っ

て

あ

ま

り

に

も

問
題
が

重

大
す
ぎ

た

も
の

で

し

か

あ

り

え

な

か

っ

た
で

あ

ろ

う
｡

こ

の

会
議
記
録
は

､

明
治
二

六

年
の

第
一

六
回

法
学
士

会
の

右
の

記
事

を

最
後
に

多
く
の

頁

草
空

白
に

し

た

ま

ま

そ
の

姿
を

こ

ん

に

ち

に

遺
す
結

焔
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果
と

な
っ

た
の

で

あ
る

｡

四

む

す
び

以

上

法
学
十

会
の

会
議
記
録
に

遺
さ

れ

た

そ
の

活
動
の

跡
を

､

管
見
に

止

ま
る

に

せ
よ

､

い

ち
お

う
万

遍
な

く

紹

介
し

え

た
つ

も

り

で

あ

る
｡

法

典
論
争
の

前
後
の

箇
所
に

は

格
別

注
意
を

止

め
つ

つ
､

そ
こ

に

ス

ボ
ブ

ト

ラ

イ
ト

を

当
て

た

つ

も

り

で

あ

る

が
､

す
で

に

考
察
し

た

よ

う
に

､

そ
の

中
心

的
箇
所
は

な

ぜ

か

あ

ま

り
に

も

叙
述
が

簡
単
に

す
ぎ

る

も
の

で

あ
っ

た
｡

私
は

､

そ
の

ゆ

え
ん

を
一

部
会
員
に

よ

る

専
行
と

諸
会
員
の

追
従
に

よ

る

と

り
つ

く

ろ
い

的
性
格
が

顕
著
な

一

事
由
で

あ
っ

た

も
の

と

規
定
し

た

い

の

で

あ
る

｡

こ

の

仮
説
を

験
証
す
る

た

め

に

は
､

他
の

未
発
掘
の

多
く
の

資
料
に

俊

た

ね

ば

な

ら

な
い

こ

と

は
い

う
ま

で

も

な
い

｡

!
一

九
六

四
･

五
･

二

二

-

(

一

橋
大

学

非

常
勤

講

師
)
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